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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 意見 
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基本的生活習

慣を確立する

とともに、生徒

の自己肯定感

や自己有用感

を育成する。 

他者の話をしっかり

と聴くことができる

生徒 80％以上 

94.6％ Ａ 

落ち着いた態度で話を聞いてい

る様子が見られる。良い習慣が

身に付いてきている。 

身だしなみを自ら正

す生徒 90％以上 
94.5％ Ａ 

全体的に生徒は自ら身だしなみ

を整えることができた。継続し

ていきたい。 

自ら挨拶をする生徒

90％以上 
89.5％ Ｂ 

概ね挨拶の習慣が身に付いてい

ると感じる。学校全体として気

持ちの良い挨拶ができるように

していきたい。 

自他の人権が尊重さ

れていると実感する

生徒 90％以上 

88.4％ Ｂ 

多くの生徒は自分が尊重されて

いることを実感しながら生活で

きている。全ての生徒が実感で

きるようにしたい。 

健康や安全に関する

高い意識を持つ生徒

80％以上 

78.9% Ｂ 

健康や安全に関して高い意識を

持つ生徒が、昨年度と比べて減

少した。声かけや意識させる方

法を工夫したい。 

朝食摂取率 90％以 

上 
89.3% Ｂ 

今年度の調査は、自己申告で行っ

たため、少し低くなった。引きつ

づき啓発に努めたい。 

欠席率 1.5％以下 

遅刻率 0.8％以下 

欠席率 5.1％ 

遅刻率 1.7％ 
Ｃ 

５類移行までのコロナ期間を経

て、安易に休む生徒が大幅に増

加した。欠席の多い生徒に対す

る早めのケアを心掛けたい。 

共生・共育から学ぶ

ことが多いと実感す

る生徒 80％以上 

74.2％ Ｂ 

各種行事において分校の生徒と

かかわる機会が増え、おおむね

満足できる状況にある。新たな

取組を検討したい。 

読書活動を通して心

が豊かになったとい

う生徒 80％以上 

61.1％ Ｂ 

全体の数値は低いが約６割の生 

徒は達成している。環境を整えて

いるが、実態は厳しい。 

年間 5 冊以上本を読

んだ生徒 60％以上 
47.7% Ｂ 

全体の数値は低いが約半数の生 

徒は達成している。環境を整えて

いるが、実態は厳しい。 
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情報端末を利

活用した授業

等を推進し、Ｉ

ＣＴ教育等を

通じて基礎学

力の確実な定

着と主体的に

学ぶ態度を育

成する。 

自らの意志で学習す

るようになったと実

感する生徒 80％以

上 

45.1％ Ｃ 

今年度新たに設定した取組で、

目標値が高すぎたのかもしれな

い。半数近くの生徒が主体的に

学習するようになったと考える

と、十分評価できるのではない

か。 

プロジェクタ等の

ICT 機器を活用した

授業を行っている教

員 80％以上 

80.7％ Ａ 

一人一台端末として Chromebook

を導入してから、ICT 機器の活

用は年々進んでいる。生徒の成

長を促す活用を検討したい。 

観点別評価の実施を

通して生徒の学習改

善につながる授業改

善を行っている教員

80％以上 

88.5％ Ａ 

授業と評価の一体化が進み、着

実に授業改善が進んでいる。今

後も継続し、生徒の学習改善に

つなげたい。 

自分の夢や目標を実

現するために努力を

している生徒 80％

以上 

72.9% 

 

 

Ｂ 

進路意識が高まる２，３年生に

おいて肯定意見が多かった。１

年生の意識向上をどのように実

現するのか工夫が必要である。 

先生は生徒の意見を

聞き、引き出そうと

してくれると感じる

生徒 90％以上 

93.7% 

 

 

Ａ 

観点別評価の実施を通して先生

方の授業工夫が見受けられてい

る。それが生徒にも響いている

結果である。 

授業に意欲的に取り

組む生徒 90％以上 
90.9% 

 

Ａ 
先生方の授業改善は着実に進ん

でいる。生徒の学習改善につな

げられる工夫を考えたい。 

各種説明会やインタ

ーンシップ等の進路

指導、行事が十分に

行われていると答え

る生徒 90％以上 

95.7％ 

 

 

Ａ 

費用対効果を十分に検討した上

で、生徒にとってより良い行事

が実現できた。次年度に向けて

行事の精選をしつつ、この目標

値を達成し続けていきたい。 

一人ひとりに適した

丁寧な進路指導が行

われていると答える

生徒 80％以上 

88.4％ 

 

 

 

Ａ 

３年部と進路課が定期的に会議

を持つことによって、細やかな

情報共有、生徒理解ができた。

また、チューター制度に代表さ

れるように、全職員の協力を得

て、個に応じた指導が実現し

た。 

生徒主体でしぶき祭

や体育大会などの行

事が行われていると

答える生徒 80％以

上 

92.3％ 

 

 

Ａ 
担任の指導や生徒会の働きかけ

により、生徒が主体的に取り組

めるようになった。 
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学習支援ボランティ

ア定員充足率 100％ 
100% 

 

Ａ 

応募定員は確保することができ

たが、希望生徒の固定化が課題

である。 

池高生チャレンジ＆

サポート事業申請数

2件以上 

０％ 

 

Ｄ 
１件も申請することができなか

った。来年度以降は廃止も含めて

検討したい。 

ウ 

 

 

地域の企業や

行政等と連携

しキャリア教

育を推進し、社

会の一員とし

ての自覚を持

ち、自らの進路

を切り拓く力

を育成する。 

地域探究活動を通じ

て、地元に対する魅

力を発見し働くこと

にやりがいや喜びを

感じたことができた

と 答 え た 生 徒 が

80％以上 

80.8％ 

 

 

 

Ａ 

今年度より、１年生の探究の時

間において市役所各課の協力を

得て、御前崎市について知る機

会を多く設けた。また、２年生

のインターンシップではライオ

ンズクラブの協力を得て市内企

業で実習をした。 

部活動に積極的に参

加する生徒の割合

80％以上 

68.9％ 

 

Ｂ 
前年度から値が下がっている。

価値観の多様化や教員不足の影

響もあると考えられる。 

年５回以上、生徒表

彰を行う。 
３回 

Ｂ 
各学期の終業式時に実施した。 

エ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校行事や部

活動等を通じ

て、たくましい

力や豊かな感

性を培う。 

芸術鑑賞会を通して

心が豊かになったと

いう生徒 90％以上 

93% 

 

Ａ 生徒の満足度が高かった。内容 

の選定に注力したい。 

校内の環境美化に努

める生徒 90％以上 
93.1% Ａ 

清掃への取組・ごみの持ち帰り

はよくできている。ごみの放置

をなくすよう継続して指導して

いきたい。 

相談室が使いやすい

と感じる生徒 70％

以上 

65.8% Ｂ 

相談室を利用する生徒の調整を

工夫し、使いやすいと感じられる

環境づくりや生徒への配慮に努

めたい。 

支援を必要とする生

徒の事例を共有し、

チームで支援を行っ

ていると実感する教

員 70％以上 

88.4% Ａ 

引き続き情報を各担当で共有し

チームで、生徒の思いに寄り添

った支援を行っていきたい。 

防災訓練により避難

行動を理解し、防災

意識も高まっている

と答える生徒 80％

以上。 

80.8％ 

 

 

Ａ 
年３回の校内防災訓練を計画・実

施することができた(第３回は未

実施)。 
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地域防災訓練に参加

したと答える生徒

60％以上 

34.9％ 

 

 

Ｂ 

全校生徒を対象とした目標達成

はできなかった。訓練が中止、あ

るいは参加者が限定されている

地域が多かったが、参加可能地域

での参加率は 60％を超えてい

る。 

オ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が安全で

安心して学校

生活を送るた

めの環境を整

備し、教職員が

心身ともに健

康で同僚性を

育むことがで

きる職場環境

づくりを推進

する。 

いじめが原因となっ

た不登校 0件 
０件 

 

Ａ 
いじめが原因となったものは無

いが、人間関係の悩みからの不

登校生徒はいた。保健課と相談

室の連携を強化し支援したい。 

先生を信頼する生徒

70％以上 
82.2％ 

 

Ａ 
前年度以上の水準を達成するこ

とができた。今後も指導と支援

の両輪を大切にしたい。 

重大な交通事故 0件 

 
０件 

 

Ａ 
重大な事故はなかったが、交通

指導切符を切られる生徒が一定

数おり、注意喚起する。 

一日体験入学、オー

プンスクール、学校

説明会での中学生、

保 護 者 の 満 足 度

90％以上 

99.2% 

 

 

Ａ 

 

前年度の反省を生かし、準備・ 

運営ができた。生徒の発表が 

好評であった。 

施設・設備は安全に

管理され使いやすく

整備されていると答

え る 生 徒 の 割 合

80％以上 

80.8% 

 

 

 

Ａ 

日常的な点検や委託業者による

施設設備点検結果に基づき、不具

合箇所について危険度・緊急度の

高い個所から修繕を行った。大規

模に修繕が必要な個所について

は継続的に県への予算要求を行

い、改善を図っていく。 

ＰＴＡ総会出席率

50％以上 
46.7％ 

 

Ｂ 
ＰＴＡ組織への理解を促す必要

と、入会を含めた組織の在り方

を検討していく。 

ＰＴＡ活動は生徒の

ためになっていると

答える保護者・教員

70％以上 

保護者：87.4％ 

教員：100％ 

 

 

Ａ 

活動内容を縮小したことが、保

護者の負担軽減につながり、円

滑な活動ができた。イベント事

に関しては、積極的に参加して

くれる保護者の協力を得ること

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域貢献、地域活動

に何らかの形で参加

する部活動の割合

80％ 

60.7％ 

 

Ｂ 

 

毎週の朝清掃や地域交流などに

参加する部活動は多いが、目標値

に及ばなかった。シーバインズと

の連携も視野に入れていきたい。 
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カ 

 

 

 

地域に愛され

る「池高生」、地

域と連携・協力

する「開かれた

活力ある学校

づくり」を推進

する。 

進学後も含め、「将来

は地元で地域貢献し

たいと考える生徒」

の割合 80％以上 

65.8％ 

 

 

 

 

 

Ｃ 

総合的な探究の時間や、グロー

カル・ハイスクール事業を通じ

て地域連携についての行事を行

ってきたが、目標値には及ばな

かった。学校だけでなく、地域

社会全体の問題として捉える必

要がある。また、「地元」とはど

こまでの範囲を指すのか、「地域

貢献」の具体例が生徒にとって

理解し辛いことも影響している

のではないか。 

本校の広報活動等が

学校選択の際の参考

となったと答える新

入生 80％以上 

76.5% Ｂ 

学校生活を紹介する学校ＨＰの

更新や池高 TIMES の発行等によ

り一定の効果を上げている。一

日体験入学やｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ、学校説

明会も好評であった。 

監査指摘事項 0件 ０件 Ａ 

監査における指摘事項は 0件

で、適正に事務処理が行われ

た。事務の適正執行に努めてい

く。 

職員室施錠時間 

20 時 30 分以前 

平均施錠時刻 

20 時 50 分 

（８月を除く） 

Ｂ 

昨年度よりも退勤時間が 18 分程

度遅くなった。働き方改革を一

層推進し、職員の健康管理に留

意する必要がある。 

県実施調査のストレ

ス値（学校全体）が

県の平均値を下回

る。 

ストレス値 

県平均 85 

本校 88 

（全国平均 100） 

Ｂ 

ストレス値が県平均を若干上回

った。生徒指導の増加等が考え

られる。今後は教職員個別の勤

務状況の把握に努めていく。 

 


